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Abstract
Purpose : Chlorogenic acid contained mainly in green coffee is reported to increase serotonin levels and 
express antidepressant. However, the effect of PUFAs on the function of chlorogenic acid remains unknown. 
In this study, we tried to clarify the relationship between serotonin and chlorogenic acid with n-9, n-6, n-3 
PUFAs and exercise.
Method : Sprague-Dawley rats were randomly divided into control without chlorogenic acid, chlorogenic acid, 
exercise with chlorogenic acid. Further, each group were divided into n-9, n-6, n-3 PUFAs. Experimental 
diet : nutrients of each diet were same except lipid and chlorogenic acids. Rat were fed same amount of 
calories for thirteen weeks. Exercise by tread mill for rats was done twice  a week for 5 minutes per rat. 
Result : Serotonin in blood, egoma oil group showed significantly higher than olive oil and safflower oil 
groups in control and exercise. Total cholesterol in blood, chlorogenic acid of egoma oil with and without 
exercise showed significantly lower than olive oil. Triacylglycerol in blood, egoma oil group showed lower 
than olive oil and safflower oil group. The effect of chlorogenic acid in blood on triacylglycerol have not seen 
on the function of PUFAs. In liver, the pattern of total cholesterol and triacylglycerol were as similar as 
blood.
Conclusion : Serotonin in blood was shown significantly higher in control and exercise of egoma oil group. 
Total cholesterol and triacylglycerol in blood and liver were affected slightly by chlorogenic acid compared 
with n-3, n-6 PUFAs.      
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子どもが実感する貧困と教育アスピレーションへの影響

福永  知久

要　　旨
現在，日本において社会格差や貧困層の拡大が社会的に問題視されている。特に子どもの貧困は

緊急度が高く，貧困のスパイラルから抜け出せない要因の一つとなっている。先行研究から，子ど
もの貧困は経済的な貧困よりも，親が子どもの「教育アスピレーション」を育てられない点に原因
があると考えられる。そこで本研究では，小学校５年生，中学２年生の児童とその保護者を対象と
して実施されたアンケート調査の回答を用いて「実際的な貧困経験」や「貧困感」に着目し，教育
アスピレーションへの影響について解析を行った。その結果，教育アスピレーションに対して所得
基準の貧困（内閣府定義）は有意な影響を認めなかった一方，「医療機関への未受診」は，有意に
教育アスピレーションを低下させた。また，「自己肯定感」は教育アスピレーションに対し有意な
関連生を認め，貧困群における「自己肯定感」に寄与する要因として「大人への信頼度」が深く関
連していた。

小学生・中学生の子どもにとって「医療機関への未受診」は，教育アスピレーションに直接影響
するエピソードであり，子どもの貧困対策として「十分な医療環境の整備」と「受けられる医療サー
ビスの周知」が有力な手立てであることを示唆した。更に，教育アスピレーション向上に対し，貧
困に悩む児童の悩み解決の場や，相談しやすい社会状況の整備が重要であると考えられる。

キーワード：子どもの貧困，教育アスピレーション，子どもの自己肯定感，貧困対策

Ⅰ．はじめに
現在，日本の相対的貧困率は 15.6％と報告されて

おり 1, 2），これは国際的にも高い水準で，社会格差や
貧困層の拡大が社会的な問題となっている。とりわけ
子どもの貧困は，身体的・精神的・社会的な子どもの
成長発達に影響を及ぼすだけではなく，健康格差や学
力格差，児童虐待のリスク要因にもなることが明らか
にされており 3），その後の人生に大きく影響するため，
近年の日本では EU 同様に「子どもの貧困」も問題視
されている。日本における子どもの相対的貧困率に
注目すると，2012 年まで増加を続け，ピーク時には
16.3% を記録した。それ以降は改善傾向を認めている
が，OECD に加盟している先進国と比べて同程度か
ら若干高い割合で推移している 2）。自治体を対象とし
た実態調査においても，年収 359 万円以下の世帯収
入が低い世帯では衣食住のほか，子どものための支出
や学習環境への支出を節制している実情が報告されて
いる 3）。こうした貧困の連鎖を断ち切る取り組みの指
針として，2013 年 6 月 26 日に貧困の状況にある子ど
もが健やかに成長できる環境整備に加えて教育の機会
均等を推進することが記述された「子どもの貧困対策
の推進に関する法律」が公布された。同法律が公布後，

各自治体では子どもの貧困対策計画が策定され，特別
区を含め全国 847 市町村で取り組みがされている（内
閣府，2021 年 6 月 30 日調査）。一方，依然として，
我が国における子どもの貧困実態は「見えにくく，捉
えづらい」とされており，支援が行き届いていない子
ども・家庭に配慮して対策を推進することや，福祉や
教育等の取組の過程で得られた個別の子どもの状況に
関する情報を活用して，支援を要する子どもを広く把
握し，効果的な支援につなげていくことの必要性が訴
えられている 4）。

貧困による格差が更なる貧困を引き起こす「貧困
の連鎖」については，国内外を通じて子どもの貧困と
教育に関する研究が広く実施されており 5, 6），日本で
も貧困の連鎖を裏付ける先行研究が多く報告されて
いる。例えば，生活保護の母子家庭のうち母の学歴が
中卒である家庭が 54.7％を占め，その子どもの高校
中退率は 28.8％であるとする報告がある 7）。貧困の連
鎖下にある子どもの就職率が低くなる傾向も明らかと
なっている 8）。これらの報告では貧困に伴う教育格差
が子どもの理想学歴，即ち「教育アスピレーション」
の低迷を引き起こしていると考えられている。また，
教育アスピレーションに対して「家庭の経済状況，貧
困」や「親の学歴」が大きな要因を占めていることを
示唆する先行研究も多数存在する 9-11）。ただし，「教鹿児島純心大学看護栄養学部看護学科
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育アスピレーション」を目的変数，「児の性別」，「居
住時」，「成績」，「貧困」と「親の学歴」や「親の期待
学歴」を説明変数とする多変量モデル解析では，「貧困」
は間接的な影響は有するものの，直接的な影響は限定
的であると報告されている 11）。

以上を踏まえると，現段階では子どもの貧困が教育
アスピレーションと関係していると考えられているも
のの，その直接的な因子は明らかになっていないこと
が分かる。その原因の一旦は，これらの研究では大多
数が間接的な影響とされている経済的な貧困をベース
として設計されており，教育アスピレーションへの直
接的な影響因子を分析することができない点にある。
一部については多変量モデル解析によって明かされて
いるが，あくまで家庭環境との連動性を確認している
研究であるため，他の因子が見落とされている可能性
がある。

そこで本研究では，子どもの貧困が経済的な貧困よ
りも，親が子どもの教育アスピレーション育てられな
い点に直接的な原因があると仮定し，具体的な貧困経
験エピソードから教育アスピレーションに直接影響が
あると考えられる因子を発掘する。ここでの貧困経験
エピソードは，実体験としての経験を重視しており，
これまでの周囲との大人との関わりや自己評価などに
ついてのアンケート結果を用いる。さらに，親側の問
題・視点のみではなく，子どもの視点に立った影響要
因の探索も試みる。具体的には，中核市（人口 20 万
人以上で都市の規模や能力などが比較的大きな都市）
の自治体に協力を仰ぎ，小学校５年生，中学２年生の
児童とその保護者を対象として実施された子どもの生
活に関するアンケート調査の回答から，貧困経験エピ
ソードに関連する設問として「実際的な貧困経験（食
事・衣服が買えない，公共料金の未払い，医療機関へ
の未受診）」と「貧困感」に着目する。子どもの学習
習慣や，心理状況（自己肯定感，大人への信頼度，将
来の夢や目標，現在の頑張る気力）等の影響も検討し，
子どもに直接的な学習支援を提供できるポイントも記
述する。

Ⅱ．研究方法
1．対象及び調査方法

2017 年 7 月に中核市（人口 20 万人以上で都市の規
模や能力などが比較的大きな都市）の自治体にて，小
学校 5 年生 5,600 名，小学校 5 年生の保護者 5,600 名，
中学校 2 年生 5,279 名，中学校 2 年生保護者 5,279 名
を対象に，「子どもの生活に関するアンケート調査」
を実施した。アンケート調査は，いずれも選択式で，
設問数は小学生・中学生向けアンケートが 31 項目，
保護者向けアンケートが 40 項目であった。アンケー

ト調査を実施する際は，アンケート調査の目的や方法，
協力の可否が今後の学校生活に一切影響がないこと等
について学校を通して対象者全員に文書及び口頭で説
明した。また，心理的なバイアスによる調査結果の歪
みを軽減するため，匿名にて扱った。調査研究への参
加同意判定は，回答用紙の提出をもって行われた。解
析は，有効回答が得られなかった回答，本研究の主要
評価項目である教育アスピレーション及び主要な曝露
要因である貧困に関連する回答が得られなかったもの
を除外して実施した。
2．倫理的配慮

アンケート調査は自治体によって研究対象への説明
と実施がなされ，個人が特定されないよう自記式無記
名方式で行われた。同意が得られて回収した質問紙及
び集計データは個人情報の漏えいがないよう，自治体
の管理の元で保管がなされていた。また，本研究に先
立ち，横浜国立大学の「人を対象とする医学系研究倫
理専門委員会」および「人を対象とする非医学系研究
倫理専門委員会」において倫理審査の必要性を判断し，
研究者がデータを分析する際，個人情報を完全に取り
除き，いかなる手段によっても対象者が特定できない
状態のデータとして管理保管することで，倫理審査申
請不要の要件が満たされた。なお本研究実施の際は，
ヘルシンキ宣言を遵守して進行した。
3．評価項目

本研究目的を検証するため，アンケート回答項目を
用いて下記のとおり評価項目を設定した。

主要評価項目：教育アスピレーション
教育アスピレーションの指標として，児童への問

12：「あなたは，将来どの学校まで行きたいと思いま
すか」に対する設問を用いる。この時，「大学・大学院」
との回答を 1，それ以外の回答（中学校，高校，専門
学校，わからない）を 0 として 2 値変数化し，教育ア
スピレーション変数とした 11）。

影響因子：「相対的貧困の有無（後述「貧困の定義」
参照）」，「保護者への問 9：実際的な貧困経験（食事
が買えない，衣服が買えない，公共料金の未払い，医
療機関への未受診）」，「保護者への問 10：貧困感（暮
らしの状況が大変苦しい or それ以外）」，「児童への
問 10：子どもの学習習慣（勉強時間）」，「児童への問
15-1：自己肯定感」，「児童への問 15-2：大人への信
頼度」，「児童への問 15-3：将来の夢や目標」，「児童
への問 15-4：現在の頑張る気力」について教育アス
ピレーションへの影響を検討した。

交絡因子：先行研究 5, 11）にて影響が報告されている
間接的な要因を含めて，「学年：小学生，中学生」，「保
護者への問 2：ひとり親世帯ですか：「はい，いいえ」，

「保護者への問 4：親の学歴：両親共に大卒以上，片
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方の親のみが大卒以上，両方の親が大卒未満，その他，
答えたくない」，「保護者への問 4：子どもの健康状態：
良い・どちらかといえば良い，普通，どちらといえば
良くない・良くない」，「保護者への問 12：親の子ど
もへの進学希望：中学校・高校，短期大学，大学・大
学院，専門学校・高等専門学校，わからない」，「児童
への問 11：子どもの勉強理解度（成績の代用）：よく
わかる，だいたいわかる，あまりわからない，わから
ない」を本研究における交絡要因とした。
4．貧困の定義

厚生労働省が公表している相対的貧困率の算出方法
に従い，等価可処分所得（世帯の可処分所得を世帯人
員の平方根で割って調整した所得）の中央値の半分（貧
困線）に満たない世帯を「相対的貧困層」と定義する。
この時，本調査では世帯収入についての回答のみを得
ているため，貧困線に対応する税込の世帯収入を概算
した上で，相対的貧困層となる区分を選定した。ま
ず，2010 年度国民生活基礎調査における所得五分位
階級ごとに，平均可処分所得に対する平均所得の比の
値となる係数を算出した。次に，世帯人数別に貧困線
を算出し，それぞれ対応する上記の係数を乗じること
で，それぞれの貧困線の値に対応する世帯収入を概算
し，この世帯収入を下回る回答者からなる集計区分を
本庁さにおける相対的貧困層とした。なお，この手法
は同省の相対的貧困層に関する調査にも利用されてい
る 12）。
5．統計解析

アンケートより得られたデータに対して，各設問
への回答数とその回答割合を算出した。回答割合は解
析対象全体に対する割合（％）である。主要評価項目
に対してロジスティック回帰モデルを構築し，交絡要
因を調整因子として影響因子を評価した。この時，影
響因子間は互いに相関があり共線性の問題が発生する
ため，単一の影響因子に対し交絡要因を独立変数とし
て含める多変量解析モデルを構築し，各影響因子の
交絡要因調整下での主要評価項目への関連性を検討し
た。よって，多変量解析は影響因子の項目数だけ構築
された。回答内容に対する 2 群間比較において名義尺
度項目に Fisher’s exact test を用いた。全ての検定に
おいて有意水準を両側 5% と設定した。統計解析は，
SPSS ver23.0（IBM Japan, Ltd., Tokyo, Japan）により
行った。

Ⅲ．結　　果
1．アンケート回答者の背景

本研究におけるアンケートの有効回答数（有効回収
率）は，小学校 5 年生 4,827 通（86.2％），小学校 5
年生の保護者 4,855 通（86.7％），中学校 2 年生 4,362

通（82.3％），中学校 2 年生保護者 4,448 通（84.0％）
あった。主要な回答項目が得られなかった回答を除外
し，7,815 通を解析対象とした（表 1）。

保護者調査の問 2（1）世帯人数，及び問 3（1）世帯
収入の回答より等価世帯所得が算出された 7,815 世帯
において，相対的貧困層は 1,587 世帯（20.3％），非
相対的貧困層は 6,228 世帯（79.7％）であった。児童
への設問 12「将来，行きたい学校」において，教育
アスピレーションが高い児童（大学・大学院希望）は，
3,794 名（48.5％）であった。その他，本研究におけ
る評価項目における統計量は表 1 に示す通りである。
2．教育アスピレーションに影響を与える因子

児童の教育アスピレーションに対して，貧困が与
える影響を検討するためにロジスティック回帰分析を
行った結果を表２に示す。学年，ひとり親世帯，親の
学歴，親の子どもへの進学希望，子どもの勉強理解度，
子どもの健康状態といった交絡因子の補正を適用した
ところ，相対的貧困の有無が及ぼす影響は有意ではな
かった（OR＝0.926 [95%CI：0.780，1.098]，P＝0.375）。
一方，「実際的な貧困経験」と関係していると考えら
れる「医療機関への未受診」は，教育アスピレーショ
ンの低下との有意な相関が認められた（OR＝0.790 
[0.633-0.985]，P＝0.037）。その他の貧困経験（食糧，
衣服を買えなかった，電気・ガス・水道料金の未払い，
家賃・ローン未払い）や，貧困感（暮らしの状況が大
変苦しい or それ以外）では，教育アスピレーション
との相関は有意ではなかった。

さらに，児童への設問における回答にて，学習時間
が教育アスピレーションに対して有意な相関を有する
結果となった（学習時間を全くとらない：OR＝ 0.514 
[0.318, 0.830]，P＝0.006；30 分より少ない：OR＝0.565 
[0.423, 0.754]，P<0.001；30 分～ 1 時間：OR＝0.729 
[0.626, 0.849]，P<0.001 [vs.1 ～ 2 時間（参照基準）]）。

また，自己肯定感も教育アスピレーションに対して
も有意な相関を認めており，自己肯定感の低下に伴っ
て教育アスピレーションは低下した（自分のことが好
きではない：OR＝0.762 [0.599, 0.969]，P＝0.027；
どちらかといえば好きではない：OR＝0.808 [0.675, 
0.967]，P＝0.020 [vs. 自分のことが好きである ]）。
加えて，現在の頑張る気力が低くなると，教育アスピ
レーションの低下を認めた（頑張りたいと思わない：
OR＝0.428 [0.293, 0.625]，P<0.001； [vs. 頑張りたい
と思う（参照基準）]）。一方，大人への信頼度の高さ
も，教育アスピレーションと相関していることを確認
した（信頼できない：OR＝0.743 [0.553, 1.000]，P
＝0.049；どちらかといえば信頼できない：OR＝0.744 
[0.607, 0.912]，P＝0.004；どちらかと言えば信頼で
きる：OR＝0.848 [0.742, 0.969]，P<0.001；[vs. 信頼
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育アスピレーション」を目的変数，「児の性別」，「居
住時」，「成績」，「貧困」と「親の学歴」や「親の期待
学歴」を説明変数とする多変量モデル解析では，「貧困」
は間接的な影響は有するものの，直接的な影響は限定
的であると報告されている 11）。

以上を踏まえると，現段階では子どもの貧困が教育
アスピレーションと関係していると考えられているも
のの，その直接的な因子は明らかになっていないこと
が分かる。その原因の一旦は，これらの研究では大多
数が間接的な影響とされている経済的な貧困をベース
として設計されており，教育アスピレーションへの直
接的な影響因子を分析することができない点にある。
一部については多変量モデル解析によって明かされて
いるが，あくまで家庭環境との連動性を確認している
研究であるため，他の因子が見落とされている可能性
がある。

そこで本研究では，子どもの貧困が経済的な貧困よ
りも，親が子どもの教育アスピレーション育てられな
い点に直接的な原因があると仮定し，具体的な貧困経
験エピソードから教育アスピレーションに直接影響が
あると考えられる因子を発掘する。ここでの貧困経験
エピソードは，実体験としての経験を重視しており，
これまでの周囲との大人との関わりや自己評価などに
ついてのアンケート結果を用いる。さらに，親側の問
題・視点のみではなく，子どもの視点に立った影響要
因の探索も試みる。具体的には，中核市（人口 20 万
人以上で都市の規模や能力などが比較的大きな都市）
の自治体に協力を仰ぎ，小学校５年生，中学２年生の
児童とその保護者を対象として実施された子どもの生
活に関するアンケート調査の回答から，貧困経験エピ
ソードに関連する設問として「実際的な貧困経験（食
事・衣服が買えない，公共料金の未払い，医療機関へ
の未受診）」と「貧困感」に着目する。子どもの学習
習慣や，心理状況（自己肯定感，大人への信頼度，将
来の夢や目標，現在の頑張る気力）等の影響も検討し，
子どもに直接的な学習支援を提供できるポイントも記
述する。

Ⅱ．研究方法
1．対象及び調査方法

2017 年 7 月に中核市（人口 20 万人以上で都市の規
模や能力などが比較的大きな都市）の自治体にて，小
学校 5 年生 5,600 名，小学校 5 年生の保護者 5,600 名，
中学校 2 年生 5,279 名，中学校 2 年生保護者 5,279 名
を対象に，「子どもの生活に関するアンケート調査」
を実施した。アンケート調査は，いずれも選択式で，
設問数は小学生・中学生向けアンケートが 31 項目，
保護者向けアンケートが 40 項目であった。アンケー

ト調査を実施する際は，アンケート調査の目的や方法，
協力の可否が今後の学校生活に一切影響がないこと等
について学校を通して対象者全員に文書及び口頭で説
明した。また，心理的なバイアスによる調査結果の歪
みを軽減するため，匿名にて扱った。調査研究への参
加同意判定は，回答用紙の提出をもって行われた。解
析は，有効回答が得られなかった回答，本研究の主要
評価項目である教育アスピレーション及び主要な曝露
要因である貧困に関連する回答が得られなかったもの
を除外して実施した。
2．倫理的配慮

アンケート調査は自治体によって研究対象への説明
と実施がなされ，個人が特定されないよう自記式無記
名方式で行われた。同意が得られて回収した質問紙及
び集計データは個人情報の漏えいがないよう，自治体
の管理の元で保管がなされていた。また，本研究に先
立ち，横浜国立大学の「人を対象とする医学系研究倫
理専門委員会」および「人を対象とする非医学系研究
倫理専門委員会」において倫理審査の必要性を判断し，
研究者がデータを分析する際，個人情報を完全に取り
除き，いかなる手段によっても対象者が特定できない
状態のデータとして管理保管することで，倫理審査申
請不要の要件が満たされた。なお本研究実施の際は，
ヘルシンキ宣言を遵守して進行した。
3．評価項目

本研究目的を検証するため，アンケート回答項目を
用いて下記のとおり評価項目を設定した。

主要評価項目：教育アスピレーション
教育アスピレーションの指標として，児童への問

12：「あなたは，将来どの学校まで行きたいと思いま
すか」に対する設問を用いる。この時，「大学・大学院」
との回答を 1，それ以外の回答（中学校，高校，専門
学校，わからない）を 0 として 2 値変数化し，教育ア
スピレーション変数とした 11）。

影響因子：「相対的貧困の有無（後述「貧困の定義」
参照）」，「保護者への問 9：実際的な貧困経験（食事
が買えない，衣服が買えない，公共料金の未払い，医
療機関への未受診）」，「保護者への問 10：貧困感（暮
らしの状況が大変苦しい or それ以外）」，「児童への
問 10：子どもの学習習慣（勉強時間）」，「児童への問
15-1：自己肯定感」，「児童への問 15-2：大人への信
頼度」，「児童への問 15-3：将来の夢や目標」，「児童
への問 15-4：現在の頑張る気力」について教育アス
ピレーションへの影響を検討した。

交絡因子：先行研究 5, 11）にて影響が報告されている
間接的な要因を含めて，「学年：小学生，中学生」，「保
護者への問 2：ひとり親世帯ですか：「はい，いいえ」，

「保護者への問 4：親の学歴：両親共に大卒以上，片
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方の親のみが大卒以上，両方の親が大卒未満，その他，
答えたくない」，「保護者への問 4：子どもの健康状態：
良い・どちらかといえば良い，普通，どちらといえば
良くない・良くない」，「保護者への問 12：親の子ど
もへの進学希望：中学校・高校，短期大学，大学・大
学院，専門学校・高等専門学校，わからない」，「児童
への問 11：子どもの勉強理解度（成績の代用）：よく
わかる，だいたいわかる，あまりわからない，わから
ない」を本研究における交絡要因とした。
4．貧困の定義

厚生労働省が公表している相対的貧困率の算出方法
に従い，等価可処分所得（世帯の可処分所得を世帯人
員の平方根で割って調整した所得）の中央値の半分（貧
困線）に満たない世帯を「相対的貧困層」と定義する。
この時，本調査では世帯収入についての回答のみを得
ているため，貧困線に対応する税込の世帯収入を概算
した上で，相対的貧困層となる区分を選定した。ま
ず，2010 年度国民生活基礎調査における所得五分位
階級ごとに，平均可処分所得に対する平均所得の比の
値となる係数を算出した。次に，世帯人数別に貧困線
を算出し，それぞれ対応する上記の係数を乗じること
で，それぞれの貧困線の値に対応する世帯収入を概算
し，この世帯収入を下回る回答者からなる集計区分を
本庁さにおける相対的貧困層とした。なお，この手法
は同省の相対的貧困層に関する調査にも利用されてい
る 12）。
5．統計解析

アンケートより得られたデータに対して，各設問
への回答数とその回答割合を算出した。回答割合は解
析対象全体に対する割合（％）である。主要評価項目
に対してロジスティック回帰モデルを構築し，交絡要
因を調整因子として影響因子を評価した。この時，影
響因子間は互いに相関があり共線性の問題が発生する
ため，単一の影響因子に対し交絡要因を独立変数とし
て含める多変量解析モデルを構築し，各影響因子の
交絡要因調整下での主要評価項目への関連性を検討し
た。よって，多変量解析は影響因子の項目数だけ構築
された。回答内容に対する 2 群間比較において名義尺
度項目に Fisher’s exact test を用いた。全ての検定に
おいて有意水準を両側 5% と設定した。統計解析は，
SPSS ver23.0（IBM Japan, Ltd., Tokyo, Japan）により
行った。

Ⅲ．結　　果
1．アンケート回答者の背景

本研究におけるアンケートの有効回答数（有効回収
率）は，小学校 5 年生 4,827 通（86.2％），小学校 5
年生の保護者 4,855 通（86.7％），中学校 2 年生 4,362

通（82.3％），中学校 2 年生保護者 4,448 通（84.0％）
あった。主要な回答項目が得られなかった回答を除外
し，7,815 通を解析対象とした（表 1）。

保護者調査の問 2（1）世帯人数，及び問 3（1）世帯
収入の回答より等価世帯所得が算出された 7,815 世帯
において，相対的貧困層は 1,587 世帯（20.3％），非
相対的貧困層は 6,228 世帯（79.7％）であった。児童
への設問 12「将来，行きたい学校」において，教育
アスピレーションが高い児童（大学・大学院希望）は，
3,794 名（48.5％）であった。その他，本研究におけ
る評価項目における統計量は表 1 に示す通りである。
2．教育アスピレーションに影響を与える因子

児童の教育アスピレーションに対して，貧困が与
える影響を検討するためにロジスティック回帰分析を
行った結果を表２に示す。学年，ひとり親世帯，親の
学歴，親の子どもへの進学希望，子どもの勉強理解度，
子どもの健康状態といった交絡因子の補正を適用した
ところ，相対的貧困の有無が及ぼす影響は有意ではな
かった（OR＝0.926 [95%CI：0.780，1.098]，P＝0.375）。
一方，「実際的な貧困経験」と関係していると考えら
れる「医療機関への未受診」は，教育アスピレーショ
ンの低下との有意な相関が認められた（OR＝0.790 
[0.633-0.985]，P＝0.037）。その他の貧困経験（食糧，
衣服を買えなかった，電気・ガス・水道料金の未払い，
家賃・ローン未払い）や，貧困感（暮らしの状況が大
変苦しい or それ以外）では，教育アスピレーション
との相関は有意ではなかった。

さらに，児童への設問における回答にて，学習時間
が教育アスピレーションに対して有意な相関を有する
結果となった（学習時間を全くとらない：OR＝ 0.514 
[0.318, 0.830]，P＝0.006；30 分より少ない：OR＝0.565 
[0.423, 0.754]，P<0.001；30 分～ 1 時間：OR＝0.729 
[0.626, 0.849]，P<0.001 [vs.1 ～ 2 時間（参照基準）]）。

また，自己肯定感も教育アスピレーションに対して
も有意な相関を認めており，自己肯定感の低下に伴っ
て教育アスピレーションは低下した（自分のことが好
きではない：OR＝0.762 [0.599, 0.969]，P＝0.027；
どちらかといえば好きではない：OR＝0.808 [0.675, 
0.967]，P＝0.020 [vs. 自分のことが好きである ]）。
加えて，現在の頑張る気力が低くなると，教育アスピ
レーションの低下を認めた（頑張りたいと思わない：
OR＝0.428 [0.293, 0.625]，P<0.001； [vs. 頑張りたい
と思う（参照基準）]）。一方，大人への信頼度の高さ
も，教育アスピレーションと相関していることを確認
した（信頼できない：OR＝0.743 [0.553, 1.000]，P
＝0.049；どちらかといえば信頼できない：OR＝0.744 
[0.607, 0.912]，P＝0.004；どちらかと言えば信頼で
きる：OR＝0.848 [0.742, 0.969]，P<0.001；[vs. 信頼
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できる（参照基準）]）。
3．自己肯定感と関連する要因の検討
相対貧困群において，「自己肯定感」と関連する要

因を，肯定的群（“好きである” または “どちらかと
いえば好きである”）と否定的群（“好きではない” ま
たは “どちらかといえば好きではない”）に分割して
比較したところ，自己肯定感に寄与する要因として「大
人への信頼度」との関連が認められた（否定的群：大
人が信用できる 16.9%，肯定的群：43.0%，P<0.001）

（表 3）。さらに，悩みを持っているという回答頻度
の影響も有意であり（否定的群：47.4％，肯定的群：
27.1％，P<0.001），「学校や勉強のこと（62.7%）」，「自
分のこと（33.5%）」の悩みが多かった（P<0.05）。悩
みを相談する相手については，肯定感が高い群では「家
族の大人」や「学校の先生」を選択する率が高いが，
否定的な群では「特にいない」「相談したくない」の
回答率が有意に高かった（P<0.05）。

表 1．アンケート回答者の背景

(45)子どもが実感する貧困と教育アスピレーションへの影響

表 2．教育アスピレーションに影響を与える因子
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Ⅳ．考　　察
教育アスピレーションに直接的に影響を与える貧困

経験エピソードとして「医療機関への未受診」が確認
された。さらに，自己肯定感の向上によって教育アス
ピレーションが改善する可能性が示された。

教育アスピレーションと経済的な貧困の関係性につ
いて，所得基準を対象として親の学歴で補正をかけて
分析したところ，教育アスピレーションへの直接的な
影響は認められなかった 11）。しかし，「医療機関への
未受診」という具体的なエピソードは，交絡要因補正
下においても有意に教育アスピレーションの低下に影
響していることを認めた。この点については，国民皆
健康保険制度の充実から他国より医療機関を受診しや

すい環境が整備されている日本においても，子ども自
身が健康状態に変化があると感じられる場合に，貧困
のために受診行動が制限される事態が発生しているこ
とが報告されており 13, 14），大規模自治体データを用い
た実証研究でも子どもの医療費助成制度の受診抑制に
対する貧困の影響が述べられている 13）。実際，将来
的に 4 年制の大学への進学率と医療機関への受診率と
に関連性があるという報告もあり 15），本研究にて得
られた小学生・中学生時代における医療未受診と教育
アスピレーションとの関連が，将来的な進学率にも影
響を与えていると考えられている。経済的貧困に由来
し，なおかつ教育アスピレーションに対して負の相関
をもつ因子が支配的であれば，当然ながら経済的貧困

表３．相対的貧困群における自己肯定感との関連解析

(47)子どもが実感する貧困と教育アスピレーションへの影響

も有意な負の相関を示すはずである。しかし，経済的
貧困において医療の受診率の低さは支配的ではない。
この点については，多重共線性によって引き起こされ
ている可能性がある。また，人生で感銘を受けた出来
事や興味を引く仕事など遭遇した大人の社会活動に影
響される子どもの特性から説明を試みると，医療の受
診率の低さが大人や社会に触れる機会の少なさを加熱
的に示している可能性も否定できない。なお，医療機
関の未受診というエピソードは教育アスピレーション
と負の相関関係にあるが，選択肢が限定的であったた
め，教育アスピレーションに直接的な影響を与える因
子を見落としているとも考えられる。そのため，医
療機関の未受診を含めて貧困経験エピソードを細分化
し，教育アスピレーションに影響を及ぼしている因子
を明らかにする必要がある。

次に，本研究では「学習時間」の延長が教育アスピ
レーション向上に向けた子どもへの支援目標の 1 つと
なる可能性を認めた。子ども時代の学習習慣が将来的
な進学率等につながるという結果は，日本においても
報告されている 10, 16）。また，小学生・中学生時代にお
ける「自己肯定感」が教育アスピレーション向上に影
響を有することも確認された。学生時代における自己
肯定感や自尊感情が，学習意欲や教育アスピレーショ
ンに影響を及ぼすという報告も日本おいて報告されて
おり 17-19），今回得られたこれらの結果は妥当であると
考えられる。

一方で，本研究では，相対的貧困群における自己肯
定感が低い群では「悩み」を有している子どもが多く，

「学校や勉強のこと」や「進学・進路のこと」が上位
であった。この結果は，教育アスピレーションが低い
状態にある自己肯定感が低い小学生・中学生の子ども
のうち，一定数が学習に対する悩みを保持しており，
学習の意欲につながる因子を持ち合わせていることを
示している。よって，小学生・中学生という年代であ
れば，学習の悩みを解消することによる成功体験が自
己肯定感の低さを改善し，将来的な教育アスピレー
ションを向上させる可能性がある。

なお，学習の悩みを回復させる手段として，日本で
は協同学習や生徒指導方法の見直しといった観点から
自己肯定感回復を目指した取り組みが実施，報告され
ている 20, 21）。また，日本では学生相談室などの環境が
用意されているが，依然，悩みを抱えていながら相談
には来ない学生が一定数いるとする報告もある 22）。本
研究の自己肯定感が低い群に属する子どもも悩みを抱
え込む傾向が強く，現行の制度では支援が届いていな
いと判断できる。これは国外においても同様で，相談
しやすい環境の整備自体の重要性が示唆されており 23），
学習に対する指導方法を見直すばかりではなく，そこ

からつながる学習状況の悩みを解決する場や，悩みが
相談しやすい環境の整備が重要であると考えられてい
る。インターネット環境が発展した現在においては，
スマートフォンなどを活用したワールドワイドウェブ
上による学生相談システムの展開なども期待される。

本研究は，横断的なアンケート形式での調査である
点に研究限界があるため，今後縦断的な研究によって
因子間の因果関係の評価や，自己肯定感向上に向けた
悩み解決の場の充実による教育アスピレーションの改
善効果の検証が求められる。また，個人情報保護の観
点から，交絡要因として先行研究であげられている児
童の性別 11）についての調査ができなかった。

以上の考察から，小学生・中学生の子どもにとって
「医療機関への未受診」に関わる因子が，教育アスピ
レーションに直接影響を与えることが示された。ただ
し，アンケート調査で詳細に触れることができなかっ
た社会との関わりなど他の因子の調査を要する点には
留意が必要である。また，教育アスピレーションの向
上に対して自己肯定感の向上は好影響であり，学習意
欲を失われていない小学生・中学生にとって，非常に
重要な要因であることが認められた。
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Ⅳ．考　　察
教育アスピレーションに直接的に影響を与える貧困
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Abstract
Social problems in contemporary Japan include widening social inequality and increasing number of 

individuals experiencing poverty. Child poverty is an issue of particular urgency and is one of the factors 
that prevents individuals from breaking out of a spiral of poverty. Existing research suggests that child 
poverty may be more strongly influenced by parents being unable to foster a sense of educational aspiration 
in their children than by economic poverty. This study analyzed effects on educational aspiration with a 
focus on how poverty is actually experienced and felt by participants, based on responses to a questionnaire 
survey administered to children in the fifth grade of elementary school and the second grade of junior 
high school, including parents of these children. Results indicated that educational aspirations were not 
significantly affected by income-based poverty (as defined by the Cabinet Office), whereas children who had 
not received medical attention when they were unwell were found to have significantly reduced educational 
aspirations. In addition, “feelings of self-affirmation” were found to be significantly correlated with 
educational aspirations, and “trust in adults” was strongly related as a factor contributing to feelings of self-
affirmation among respondents who were experiencing poverty.

For children at elementary and junior high school, failing to receive medical attention when they 
are unwell is an experience that directly impacts their educational aspirations. This propels the need for 
effective measures to combat child poverty, which include providing a suitable environment in terms of 
medical care and ensuring that information regarding available medical services is well-disseminated and 
accessible. Furthermore, to improve the educational aspirations of children in poverty, it is important to 
create spaces where such children can find support for the difficulties that they are experiencing and to 
provide a social environment that makes it easy for them to seek support.
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Social problems in contemporary Japan include widening social inequality and increasing number of 

individuals experiencing poverty. Child poverty is an issue of particular urgency and is one of the factors 
that prevents individuals from breaking out of a spiral of poverty. Existing research suggests that child 
poverty may be more strongly influenced by parents being unable to foster a sense of educational aspiration 
in their children than by economic poverty. This study analyzed effects on educational aspiration with a 
focus on how poverty is actually experienced and felt by participants, based on responses to a questionnaire 
survey administered to children in the fifth grade of elementary school and the second grade of junior 
high school, including parents of these children. Results indicated that educational aspirations were not 
significantly affected by income-based poverty (as defined by the Cabinet Office), whereas children who had 
not received medical attention when they were unwell were found to have significantly reduced educational 
aspirations. In addition, “feelings of self-affirmation” were found to be significantly correlated with 
educational aspirations, and “trust in adults” was strongly related as a factor contributing to feelings of self-
affirmation among respondents who were experiencing poverty.

For children at elementary and junior high school, failing to receive medical attention when they 
are unwell is an experience that directly impacts their educational aspirations. This propels the need for 
effective measures to combat child poverty, which include providing a suitable environment in terms of 
medical care and ensuring that information regarding available medical services is well-disseminated and 
accessible. Furthermore, to improve the educational aspirations of children in poverty, it is important to 
create spaces where such children can find support for the difficulties that they are experiencing and to 
provide a social environment that makes it easy for them to seek support.


